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群
馬
県
の
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

群
馬
県
で
は
、
新
し
い
技
術
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
活
用
し
、
森
林
・
林
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
で
、
収
益
性
の
高
い
「
新
し
い
林
業
」
の

実
現
と
森
林
の
「
新
た
な
価
値
」
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
、
Ａ
Ｉ
等
の
先

端
技
術
の
目
覚
ま
し
い
発
展
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
そ
し
て
、

価
値
観
の
多
様
化
は
、
私
た
ち
の
社
会
や
経
済
の
仕

組
み
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
価
値
が
な
い
、
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
も
の
が
、
異
な
る
視
点
か
ら
見
る
こ
と
で
、
価
値

が
あ
る
貴
重
な
も
の
へ
と
認
識
が
変
わ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
森
林
は
、
木
材
等
を
生
産
し
な
い
と
価
値
が

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
、

森
ヨ
ガ
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
等
、
森
林
空
間
そ
の
も
の

を
価
値
が
あ
る
も
の
と
捉
え
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

生
ま
れ
、
山
村
地
域
に
新
た
な
雇
用
と
所
得
機
会
を

創
出
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
業
現
場
に
お
い
て
も
、
衛
星
通
信
な
ど
の
通
信

林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

技
術
の
進
展
は
、「
森
の
中
で
は
外
部
と
連
絡
手
段

が
な
い
」
と
い
っ
た
従
来
の
概
念
を
大
き
く
変
え
、

林
業
現
場
の
安
全
性
向
上
や
他
産
業
で
導
入
さ
れ
て

い
る
遠
隔
操
作
等
の
先
端
技
術
導
入
の
可
能
性
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
森
林
・
林
業
に
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
森
林
・
林
業
の
価
値
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぐ
ん
ま
森
林
・
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

�

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

一
人
よ
り
複
数
人
で
考
え
る
方
が
、
よ
り
す
ば
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
多
様
な
主

体
）
が
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、
林
業
と

は
異
な
る
業
種
・
分
野
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
こ
れ
ま

で
私
た
ち
が
持
っ
て
い
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
視

点
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
、
群
馬
県
で
は
、
県
内
の
森

林
・
林
業
関
係
者
と
異
業
種
・
異
分
野
の
企
業
等
が

情
報
を
共
有
し
、
連
携
す
る
た
め
の
場
と
な
る
「
ぐ

ん
ま
森
林
・
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
し
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
は
、
情
報
共
有
に
加
え
、
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
条
件
の
合
う
企
業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

新
し
い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
異
業
種
・
異
分
野

の
企
業
等
と
の
連
携
を
促
進
し
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
会
員
募
集
開
始
に
つ
い
て

は
、
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
費
に
つ
い
て
は

無
料
で
す
。
こ
れ
ま
で
解
決
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

た
課
題
や
価
値
が
な
く
捨
て
る
だ
け
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
、
解
決
策
の
発
見

や
新
し
い
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

是
非
、
会
員
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
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― 
林
道
・
森
林
作
業
道

�

整
備
に
お
け
る
留
意
点 

―

令
和
５
年
５
月
26
日
、「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛

土
等
規
制
法
」（
以
下
、「
盛
土
規
制
法
」）
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
本
法
は
、
盛
土
等
に
よ
る
災
害
か
ら

人
命
・
身
体
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
土
地

の
用
途
（
宅
地
、
森
林
、
農
地
等
）
や
造
成
の
目
的

を
問
わ
ず
、
危
険
な
盛
土
等
を
全
国
一
律
の
基
準
で

包
括
的
に
規
制
す
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
を
受
け
、
群
馬
県
で
は
中
核
市
で
あ
る
前
橋

市
お
よ
び
高
崎
市
を
除
く
県
内
全
域
を
「
宅
地
造
成

等
工
事
規
制
区
域
」
ま
た
は
「
特
定
盛
土
等
規
制
区

域
」
に
指
定
し
、
令
和
７
年
５
月
26
日
よ
り
本
法
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。（
規
制
区
域
の
詳
細
は
、

県
お
よ
び
各
中
核
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
確

認
で
き
ま
す
。

林
道
に
関
す
る
取
扱
い 

林
道
（
林
業
専
用
道
を
含
む
）
は
、
林
道
規
程
等

に
基
づ
く
管
理
が
前
提
と
な
る
た
め
、
公
共
施
設
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
盛
土
規
制
法
の
適
用
対
象
外

と
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
は

規
制
対
象
と
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

・
林
道
規
程
に
準
拠
し
て
い
て
も
、
個
人
ま
た
は
法

人
が
管
理
す
る
道
は
公
共
施
設
と
見
な
さ
れ
ず
、

盛
土
規
制
法
の
規
制
対
象
と
な
り
ま
す
。 

森
林
作
業
道
お
よ
び
土
場
の
整
備 

森
林
所
有
者
等
が
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
、「
森
林
作
業
道
作
設
指
針
」
や
「
主
伐
時
に
お

け
る
伐
採
・
搬
出
指
針
」
に
準
拠
し
て
作
設
す
る
森

林
作
業
道
や
土
場
は
、
森
林
施
業
に
必
要
な
作
業
路

網
の
整
備
と
位
置
付
け
ら
れ
、
盛
土
規
制
法
に
お
け

る
許
可
不
要
工
事
に
該
当
し
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

・
作
設
時
点
で
森
林
施
業
を
目
的
と
し
て
い
な
い
場

合 

・
将
来
的
に
森
林
施
業
に
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
て

も
、
当
初
の
目
的
が
異
な
る
場
合 

残
土
処
理
に
関
す
る
留
意
点 

林
道
や
森
林
作
業
道
等
の
工
事
に
伴
い
発
生
し
た

残
土
を
「
残
土
処
理
場
」
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、
盛

土
規
制
法
の
規
制
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

適
切
な
手
続
き
を
経
て
、
法
令
に
則
っ
た
処
理
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

本
法
の
施
行
に
よ
り
、
森
林
整
備
や
林
道
整
備
に

関
わ
る
事
業
者
・
関
係
者
に
は
、
従
来
以
上
に
法
令

遵
守
と
計
画
的
な
施
工
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
の

施
業
計
画
に
お
い
て
は
、
盛
土
規
制
法
の
適
用
範
囲

を
十
分
に
理
解
し
、
必
要
な
手
続
き
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。 

盛
土
規
制
法
の
施
行
と 

森
林
関
連
工
事
へ
の
影
響 

森林の施業を実施するために必要な作業路網の整理表

盛盛
土土
規規
制制
法法
のの
施施
行行
とと
森森
林林
関関
連連
工工
事事
へへ
のの
影影
響響  

  

――
  

林林
道道
・・
森森
林林
作作
業業
道道
整整
備備
にに
おお
けけ
るる
留留
意意
点点  

――
  

 
令
和
５
年
５
月
２
６
日
H
I
宅
地
造
成
及
び
特
定

盛
土
等
規
制
法
S
T
以
下
H
I
盛
土
規
制
法
S
W
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
^
本
法
は
H
盛
土
等
に
よ
る
災
害

か
ら
人
命
・
身
体
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
H

土
地
の
用
途
T
宅
地
H
森
林
H
農
地
等
W
や
造
成
の

目
的
を
問
わ
ず
H
危
険
な
盛
土
等
を
全
国
一
律
の
基

準
で
包
括
的
に
規
制
す
る
も
の
で
す
^ 

 

こ
れ
を
受
け
H
群
馬
県
で
は
中
核
市
で
あ
る
前
橋

市
お
よ
び
高
崎
市
を
除
く
県
内
全
域
を
I
宅
地
造
成

等
工
事
規
制
区
域
S
ま
た
は
I
特
定
盛
土
等
規
制
区

域
S
に
指
定
し
H
令
和
７
年
５
月
２
６
日
よ
り
本
法

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
T̂
規
制
区
域
の
詳
細
は
H

県
お
よ
び
各
中
核
市
の
公
式
ウ
¢
ブ
サ
イ
ト
に
て
確

認
で
き
ま
す
^ 

林林
道道
にに
関関
すす
るる
取取
扱扱
いい  

  

林
道
T
林
業
専
用
道
を
含
む
W
は
H
林
道
規
程
等

に
基
づ
く
管
理
が
前
提
と
な
る
た
め
H
公
共
施
設
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
H
盛
土
規
制
法
の
適
用
対
象
外

と
さ
れ
ま
す
^
た
だ
し
H
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
は

規
制
対
象
と
な
る
た
め
H
注
意
が
必
要
で
す
^ 

 

・
林
道
規
程
に
準
拠
し
て
い
て
も
H
個
人
ま
た
は
法

人
が
管
理
す
る
道
は
公
共
施
設
と
見
な
さ
れ
ず
H

盛
土
規
制
法
の
規
制
対
象
と
な
り
ま
す
^ 

 

森森
林林
作作
業業
道道
おお
よよ
びび
土土
場場
のの
整整
備備  

  

森
林
所
有
者
等
が
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
H
I
森
林
作
業
道
作
設
指
針
S
や
I
主
伐
時
に
お

け
る
伐
採
・
搬
出
指
針
S
に
準
拠
し
て
作
設
す
る
森

林
作
業
道
や
土
場
は
H
森
林
施
業
に
必
要
な
作
業
路

網
の
整
備
と
位
置
付
け
ら
れ
H
盛
土
規
制
法
に
お
け

る
許
可
不
要
工
事
に
該
当
し
ま
す
^
た
だ
し
H
以
下

の
よ
う
な
ケ
‡
ス
で
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
^  

・
作
設
時
点
で
森
林
施
業
を
目
的
と
し
て
い
な
い
場

合 
 

・
将
来
的
に
森
林
施
業
に
使
用
す
る
予
定
で
あ
Ê
て

も
H
当
初
の
目
的
が
異
な
る
場
合 

 

残残
土土
処処
理理
にに
関関
すす
るる
留留
意意
点点  

  

林
道
や
森
林
作
業
道
等
の
工
事
に
伴
い
発
生
し
た

残
土
を
I
残
土
処
理
場
S
へ
運
搬
す
る
場
合
は
H
盛

土
規
制
法
の
規
制
対
象
と
な
り
ま
す
^
こ
の
た
め
H

適
切
な
手
続
き
を
経
て
H
法
令
に
則
Ê
た
処
理
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
^ 

 

 
 

本
法
の
施
行
に
よ
り
H
森
林
整
備
や
林
道
整
備
に

関
わ
る
事
業
者
・
関
係
者
に
は
H
従
来
以
上
に
法
令

遵
守
と
計
画
的
な
施
工
が
求
め
ら
れ
ま
す
^
今
後
の

施
業
計
画
に
お
い
て
は
H
盛
土
規
制
法
の
適
用
範
囲

を
十
分
に
理
解
し
H
必
要
な
手
続
き
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
^ 

 

 

森林の施業を実施するために必要な作業路網の整理表 
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林 業 労 働 力 確 保 へ の 取 り 組 み

す
る
保
水
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
土
砂
・
流
木

の
流
出
抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
山
地
災
害
に
備
え
る

　

自
然
災
害
に
対
し
て
事
前
に
備
え
、
県
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
防
災
・
減
災
対
策
の
重
要
性
は
増

し
て
お
り
、
国
、
県
で
は
毎
年
５
、
６
月
に
山
地
災

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
地
災
害
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
身
の

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難
を
す
る
こ
と
が
防

災
・
減
災
の
第
一
歩
で
す
。
災
害
が
発
生
す
る
危
険

性
の
高
い
山
地
災
害
危
険
地
区
の
位
置
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
「
マ
ッ
ピ
ン
グ
ぐ
ん
ま
防
災
情
報
」
で

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

 

　

県
の
動
画
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トtsulunos 

で
、
山
地

災
害
の
危
険
信
号
な
ど
を
紹
介
す
る
動
画
「
山
を
治

め
る
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。（

森
林
保
全
課
治
山
係
）

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
気
象
災
害
は
激

甚
化
・
頻
発
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
政
府
の
発
表
で

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は

80
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」（
以
下
、「
５

か
年
加
速
化
対
策
」
と
い
う
。）
と
し
て
進
め
て
き

た
国
土
強
靭
化
施
策
の
更
な
る
加
速
化
・
深
化
を
図

る
た
め
、
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
５
か

年
加
速
化
対
策
に
続
く
対
策
と
し
て
、
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
を
事
業
期
間
と
す
る
「
第
１

次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
を
策
定
し
、
施
策

の
一
層
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
府
省
庁
の
枠

を
超
え
た
施
策
連
携
強
化
型
の
国
土
強
靭
化
を
推
進

し
、
災
害
に
屈
し
な
い
強
靭
な
国
土
づ
く
り
を
進
め

る
計
画
で
す
。

　

群
馬
県
に
お
い
て
も
、
本
年
４
月
に
群
馬
県
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
を
全
面
改
訂
し
、
大
規
模
な
自
然

災
害
な
ど
が
発
生
し
て
も
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
迅
速
に
復
旧
復
興
で
き
る
強
さ
と
し
な
や
か
さ

を
備
え
た
地
域
・
経
済
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
流
域
治
水
の
取
り
組
み

　

５
か
年
加
速
化
対
策
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
き
た

「
流
域
治
水
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
河
川
の
流
域
の

あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
行
う

治
水
対
策
を
推
進
し
、
河
川
・
ダ
ム
や
下
水
道
、
農

業
水
利
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、
上
流
域
で
実
施
す
る

森
林
の
整
備
で
は
、
下
流
へ
の
土
砂
や
流
木
の
流
出

抑
制
や
、
森
林
の
土
壌
の
保
水
機
能
の
維
持
を
通
じ

て
、
流
域
治
水
の
関
係
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
で
は
、
国
土
交
通
省
が
中
心
と
な
っ
て
３
つ

の
流
域
治
水
協
議
会
（
利
根
川
上
流
流
域
、
烏
川
・

神
流
川
流
域
、
渡
良
瀬
川
流
域
）
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
群
馬
県
も
構
成
員
と
し
て
、「
森
林
整
備
・
治

山
対
策
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。　
　

　

利
根
川
の
上

流
に
位
置
す
る

群
馬
県
は
、
こ

の
３
つ
の
流
域

で
、
ほ
ぼ
全
て

の
県
土
面
積
を

カ
バ
ー
し
て
お

り
、
治
山
事
業

の
実
施
に
よ

り
、
森
林
の
有

国
土
強
靱
化
へ
の
対
応
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源
の
循
環
や
脱
炭
素
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
の
観
点

か
ら
も
、
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

引
き
続
き
県
で
は
、
建
築
士
や
製
材
・
プ
レ
カ
ッ

ト
事
業
者
等
の
設
計
・
建
築
・
施
工
に
関
わ
る
方
々

を
対
象
と
し
た
見
学
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
、
非
住
宅
木
造
建
築
物
の
県

内
へ
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

群
馬
県
林
業
振
興
課
で
は
、
令
和
７
年
５
月
30
日

（
金
）
に
甘
楽
郡
下
仁
田
町
に
あ
る
小
井
圡
製
材
株

式
会
社
に
ご
協
力
頂
き
、
新
社
屋
の
構
造
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会
は
、
県
内
の
非
住
宅
木
造
建
築
物
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て

お
り
、
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
建
築
士
や
プ
レ
カ
ッ

ト
事
業
者
の
合
計
15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

新
社
屋
の
構
造
の
特
徴
は
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
（D

ow
el 

Lam
inated T

im
ber

）
を
壁
面
に
利
用
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
Ｄ
Ｌ
Ｔ
は
製
材
品
を
素
材
と
し
て
そ
れ

ら
を
並
べ
て
連
続
し
た
穴
を
あ
け
、
木
ダ
ボ
を
差
し

込
む
と
い
う
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
工
程
で
製
造
で

き
る
新
た
な
手
法
で
す
。
ス
ギ
の
心
材
部
分
（
赤

身
）
を
積
極
的
に
用
い
た
Ｄ
Ｌ
Ｔ
は
、
大
変
美
し

く
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

２
階
建
て
の
新
社
屋
は
、
県
産
木
材
が
豊
富
に
使

わ
れ
て
お
り
、
今
後
県
産
木
材
を
使
っ
た
非
住
宅
木

造
建
築
物
に
取
り
組
む
上
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
と
い
う
木
質
素
材
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
木
材
利
用
方
法
に
つ
い
て
知
見

を
得
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
木
造
化
率
の
低
か
っ
た
非
住
宅
建
築

物
に
対
し
て
木
造
化
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
森
林
資

Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
非
住
宅
木
造

建
築
物
の
構
造
見
学
会
の
開
催

DLT壁面の状況

小井圡社長による説明の様子

小屋組の状況
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方
法
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
安
全
装
備
と
緊
急
時
の

連
絡
体
制
、
熱
中
症
対
策
、
蜂
対
策
等
は
特
に
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
刈
払
い
時
に
往
復
刈
り

の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
注
意
喚
起
を
し
ま

し
た
。
同
様
に
作
業
班
の
方
に
こ
の
現
場
で
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
現
場
は
場
所

に
よ
っ
て
は
林
内
に
ゴ
ミ
が
あ
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
類
な

ど
は
特
に
危
な
い
の
で
注
意
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

今
後
も
関
係
者
と
連
携
し
、
林
業
現
場
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
林
業
災
害
の
防
止
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

渋
川
森
林
事
務
所
通
信
員
）

高
崎
地
区
郷
土
緑
化
推
進
委
員
会
管
内
で
は
、
令

和
七
年
度
緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
利
用
し
、

三
か
所
で
緑
化
苗
木
配
布
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
26
日

の
高
崎
市
新

町
花
水
木
ま

つ
り
で
は
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

や
温
州
ミ
カ

ン
な
ど
の
苗

木
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

4
月
29
日
に

は
、
た
か
さ

き
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
緑

花
祭
で
、
温

州
ミ
カ
ン
や

オ
リ
ー
ブ
な

ど
の
苗
木
が

配
布
さ
れ
ま

し
た
。
5
月

10
日
に
は
、

第
51
回
安
政

林
業
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
率
は
全
国

的
に
他
業
種
に
比
べ
高
く
、
群
馬
県
に
お
い
て
も
同

様
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
本
県
で
は
「
群
馬
県
林

業
現
場
作
業
の
災
害
・
事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ

て
い
ま
す
。（
令
和
7
年
5
月
20
日
ま
で
）

こ
の
よ
う
な
中
で
、
渋
川
森
林
事
務
所
で
は
、
林

業
現
場
に
お
け
る
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
5

月
16
日
に
管
内
森
林
組
合
に
対
し
、
林
業
現
場
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
箇
所
目
の
渋
川
広
域
森
林
組
合
の
渋
川
市
村
上

の
現
場
で
は
、
支
障
木
伐
採
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
作
業
班
の
方
の
安
全
装
備
と
緊
急
時
の

連
絡
体
制
を
確
認
し
た
後
、
実
際
に
立
木
を
伐
採
し

て
も
ら
い
、
伐
採
方
法
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
特
に

問
題
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
作

業
班
の
方
に
こ
の
現
場
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
普
段
の
間
伐
等
の
現
場
に
比
べ
、

傾
斜
が
き
つ
く
石
が
多
い
の
で
、
注
意
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

二
箇
所
目
の
赤
城
南
麓
森
林
組
合
の
前
橋
市
富
士

見
町
の
現
場
で
は
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
繁
茂
し
て
い

る
林
内
で
刈
払
い
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
同

様
に
作
業
班
の
方
の
安
全
装
備
と
緊
急
時
の
連
絡
体

制
に
加
え
、
熱
中
症
対
策
、
蜂
対
策
等
を
確
認
し
た

後
、
実
際
に
刈
払
い
作
業
を
し
て
も
ら
い
、
刈
払
い

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

緑
化
苗
木
配
布
会
を
開
催

高崎スプリングフェスティバル緑花祭 高崎市新町花水木まつり

支障木伐採作業

刈払い作業

各地の便り
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多
野
藤
岡
地
区
で
は
、
令
和
七
年
度
緑
豊
か
な
地

域
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
神
流
町
お
よ
び
藤
岡
市
に

て
春
の
苗
木
配
布
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

神
流
町
で
は
、
5
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
か
ん
な
鯉
の
ぼ
り
祭
り
2
0
2
5
」
期
間
中

の
5
月
4
日
に
、
お
祭
り
会
場
内
で
緑
の
募
金
活
動

と
苗
木
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
青
空
に
た
く
さ
ん
の
鯉

の
ぼ
り
が
悠
々
と
泳
ぐ
中
、
会
場
で
は
神
流
杉
の
香

り
袋
体
験
や
鯉
の
ぼ
り
の
絵
葉
書
作
り
の
コ
ー

ナ
ー
、
焼
き
そ
ば
、
山
菜
天
ぷ
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
等
の
出
店
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
苗
木
配
布
は
町
出
店
の
テ
ン

ト
一
角
を
会
場
と
し
て
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
や
ま
ぶ
ど

う
の
苗
木
を
配
布
し
、
多
く
の
方
に
緑
の
募
金
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
岡
市
で
は
、
5
月
16
日
に
市
役
所
玄
関

前
を
会
場
と

し
て
、
緑
の

募
金
活
動
と

と
も
に
苗
木

配
布
を
実
施

し
ま
し
た
。

広
報
に
よ
り

緑
の
募
金
実

施
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し

て
お
り
、
平

日
に
も
関
わ

ら
ず
会
場
に

は
多
く
の
市
民
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
募
金
さ
れ
た
方
へ
の
お
礼
と
し
て
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
セ
ー
ジ
の

四
種
類
の
苗
木
を
準
備
し
ま
し
た
。
緑
や
紅
葉
、
香

り
が
楽
し
め
る
苗
木
を
、
来
場
者
が
楽
し
そ
う
に
選

ぶ
場
面
が
多
く
見
ら
れ
、
植
物
や
森
林
な
ど
の
緑
に

は
、
人
を
優
し
い
笑
顔
に
す
る
力
が
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
苗
木
配
布
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
藤
岡
森
林
事
務
所
通
信
員
）

遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン　

フ
ェ
ス
タ
大
江
戸
で
温
州
ミ
カ

ン
や
キ
ン
カ
ン
な
ど
の
苗
木
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

苗
木
配
布
と
併
せ
て
緑
の
募
金
活
動
も
行
な
わ

れ
、
多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
募
金
は
今
回
の
配
布
会
用
の
苗
木
購
入
な

ど
、
環
境
緑
化
推
進
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。緑

の
募
金

を
通
じ
て
、

森
林
づ
く
り

や
環
境
緑
化

に
協
力
す
る

こ
と
は
、
将

来
の
世
代
に

緑
豊
か
な
地

球
環
境
を
残

す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま

す
。
ま
た
、

今
回
配
布
さ

れ
た
緑
化
苗
木
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
森
林
が

持
っ
て
い
る
国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん
養
な
ど
、

森
林
が
私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
願
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
緑
化
苗
木
配
布
会
が
今
後
も
継
続
さ

れ
、
市
民
が
育
む
緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
に
つ
な
が

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
部
環
境
森
林
事
務
所
通
信
員
）

多
野
藤
岡
郷
土
緑
化
推
進
委
員
会

藤
岡
市・神
流
町
に
て
苗
木
配
布
会
と
緑
の
募
金
活
動
を
実
施

安中市大江戸フェスタ

各地の便り
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど

お
り
、
田
植
え
が

終
わ
っ
て
か
ら
の

本
伏
で
は
遅
く
、

害
菌
が
発
生
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
し
い
た

け
菌
よ
り
害
菌
が

伸
び
や
す
い
環
境

（
気
温
お
お
む
ね

30
℃
以
上
か
つ
高

湿
度
・
高
含
水

率
）
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
に
本
伏
し
、
風
通
し

が
良
い
環
境
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
日
程
に
と
ら
わ
れ
ず
、
気
温
を
見
て
本
伏
時
期
を

決
め
る
よ
う
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
生
産

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
半
月
前
倒
し
に
す
る
く
ら
い
で
丁

度
い
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
自
然
現
象
を
目
安
に
施

業
し
て
い
る
生
産
者
は
、
ゴ
ム
タ
ケ
の
発
生
を
見
て

既
に
本
伏
に
切
り
替
え
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ム
タ
ケ
は

仮
伏
終
了
の
サ
イ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
産
者
は
、
仮
伏
で
ホ
ダ
木
に
か
け
る
ワ
ラ
を
二

倍
の
厚
さ
に
し
た
り
、
地
表
か
ら
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
浮
か
せ
て
ワ
イ
ヤ
ー
を
張
り
、
そ
の
上
に
ホ
ダ
を

置
い
て
蒸
れ
を
防
ぐ
な
ど
、
温
暖
化
に
対
抗
す
べ

く
、
創
意
工
夫
し
て
い
ま
す
。

原
木
し
い
た
け
を
は
じ
め
、
き
の
こ
生
産
者
は
資

材
費
高
騰
な
ど
の
影
響
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
は
状
況
下
で
生
産
を
続
け
る
方
々
を

応
援
す
る
た
め
に
も
、
ぐ
ん
ま
の
き
の
こ
を
買
っ
て

お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

（
富
岡
森
林
事
務
所
通
信
員
）

５
月
26
日
、
嬬
恋
村
の
桟
敷
山
地
内
の
村
有
林
に

て
、
嬬
恋
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
東
京
都
千
代
田
区

に
よ
る
植
樹
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
は
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
の

た
め
、
森
林
整
備
に
よ
る

 CO²吸
収
量
増
加
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
今
年
度
で
12
回
目
と
な
り
ま
す
。
千

代
田
区
か
ら
は
35
名
、
嬬
恋
村
議
会
議
員
、
嬬
恋
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、（
一
社
）
嬬
恋
村
観
光
協
会
、

来
賓
と
し
て
吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
、
吾
妻
森
林
管

理
署
の
参
加
が
あ
り
、
総
勢
70
名
で
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
が
あ
が
り
、
曇
り
空
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
雨
具
を
つ
け
る
こ
と
な
く
開
催

で
き
ま
し
た
。
吾
妻
森
林
組
合
か
ら
講
師
を
む
か

え
、
植
樹
の
説
明
や
伐
倒
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

伐
倒
実
演
で
は
、
初
め
て
見
る
参
加
者
が
多
か
っ

た
よ
う
で
、
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
を
向
け
て
、
固
唾
を

の
ん
で
見
守
っ
て
お
り
、
倒
れ
た
瞬
間
に
は
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
効
果
的
な

 CO²吸
収
や
森
林
環
境
の

保
全
の
た
め
に
は
木
材
利
用
が
必
要
で
あ
り
、
伐
倒

等
の
森
林
整
備
が
重
要
と
い
う
説
明
を
、
真
剣
な
表

情
で
聞
く
子
ど
も
達
が
印
象
的
で
し
た
。

植
樹
で
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
鍬
で

し
っ
か
り
と
穴
を
掘
り
、
苗
の
根
が
土
と
馴
染
む
よ

う
に
植
え
付
け
、
無
事
に
ミ
ズ
ナ
ラ
２
５
０
本
を
植

6
月
6
日
に
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
が
、
今
年
植
菌
し
た

ホ
ダ
木
の
活
着
状
況
の
確
認
な
ど
を
目
的
と
し
た
ホ

ダ
場
診
断
を
開
催
し
ま
し
た
。
富
岡
市
と
下
仁
田
町

の
原
木
し
い
た
け
生
産
者
十
名
が
参
加
し
、
講
師
の

種
菌
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
や
林
業
試
験
場
の
研
究
員

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
は
植
菌
後
の
五
月
に
降
雨
が
多
く
、
活
着
は

お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。
活
着
と
は
、
植
菌
し
た
菌

糸
が
原
木
に
移
り
、
伸
長
し
は
じ
め
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。
活
着
ま
で
は
適
度
な
湿
度
が
必
要
で
、
仮
伏

し
た
ホ
ダ
木
の
上
に
乾
燥
と
直
射
日
光
を
避
け
る
た

め
ワ
ラ
や
ヨ
シ
ズ
等
で
覆
い
ま
す
。

ま
た
、
十
五
年
生
程
度
の
若
い
原
木
が
入
手
で
き

た
生
産
者
が
多
く
、
順
調
な
し
い
た
け
菌
の
蔓
延
が

期
待
で
き
ま
す
。
若
い
原
木
は
年
輪
幅
が
広
め
で
、

材
の
腐
朽
が
進
み
や
す
く
樹
皮
も
柔
ら
か
め
で
す
。

樹
皮
が
柔
ら
か
い
と
い
う
こ
と
は
、
し
い
た
け
が
芽

ぎ
っ
て
き
や
す
い
、
き
の
こ
が
出
し
や
す
い
と
い
う

と
こ
ろ
に
も

つ
な
が
り
ま

す
。順

調
に
ホ

ダ
化
が
進
ん

で
い
ま
す

が
、
温
暖
化

へ
の
対
応
が

課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

従
来
の
生
産

導管内にしいたけ菌が伸長しています

原
木
し
い
た
け
ホ
ダ
場
診
断

菌

が

順

調

に

伸

長

令
和
７
年
度「
ち
よ
だ・つ
ま
恋
の

森
づ
く
り
」植
樹
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
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樹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ズ
ナ
ラ
が

 CO²

を
ぐ
ん
ぐ
ん
吸
っ
て
大
き
く
な
る
頃
に
、
ま
た
嬬
恋

村
に
来
た
い
と
話
し
て
い
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
嬬
恋
村
と
千
代
田
区
の
脱
炭
素
社
会
へ

の
実
現
を
目
指
す
取
組
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

（
吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
通
信
員
）

み
な
か
み
町
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
森
林
活

用
協
議
会
の
参
加
団
体
を
中
心
に
、
里
山
林
の
整
備

や
活
性
化
に
よ
る
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
を
目
的
に

森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス 

コ
ー
ヒ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
み
な
か
み
町
の
間
で
、「
利
根
川
源

流
か
ら
始
め
る
豊
か
な
森
林
と
人
を
育
む
連
携
協

定
」
を
締
結
し
、
協
力
し
て
森
林
整
備
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
協
定

に
基
づ
き
、

５
月
22
日
か

ら
24
日
の

間
、
町
内
の

里
山
林
に
お

い
て
、
本
部

社
員
や
県
内

店
舗
の
店
長

た
ち
が
参
加

し
て
森
林
整

備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者

は
、
ま
ず
手

鋸
に
よ
る
竹

の
伐
採
を
体
験
し
た
後
、
森
林
活
用
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
、
汗
を
か
き
な
が
ら
密
集
し
た
竹
を

切
り
倒
し
て
運
び
出
し
、
チ
ッ
パ
ー
で
チ
ッ
プ
化
し

な
が
ら
、
枯
れ
竹
な
ど
で
鬱
蒼
と
し
た
竹
林
を
日
の

差
し
込
む
明
る
い
空
間
に
整
備
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
は
主
に
侵
入
竹
の
伐
採
で
し
た
が
、

今
後
も
継
続
し
て
不
要
木
の
伐
採
や
林
内
整
理
を
進

め
て
い
く
そ
う
で
す
。

今
後
も
同
社
を
通
じ
て
森
林
整
備
の
輪
が
広
が

り
、
清
々
し
い
里
山
林
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

 

（
利
根
沼
田
環
境
森
林
事
務
所
）

参加者で記念撮影

クリやコナラ、アカマツの里山林

県内店舗からの参加者

み
な
か
み
町
×
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス 

コ
ー

ヒ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
㈱
に
よ
る
里
山
林
整
備
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し
た
（
左
表
の
と
お
り
）。

ま
た
、
学
校
や
公
園
等
の
緑
化
、
森
林
整
備
等
に

役
立
て
る
た
め
、「
緑
の
募
金
」
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

森
林
は
、
豊
か
な
水
や
美
し
い
空
気
を
育
み
、
土

砂
災
害
や
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
な
ど
、
色
々
な

機
能
が
あ
り
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。
緑
化
運
動
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
森
林

を
自
分
た
ち
の
共
通
財
産
と
考
え
、
さ
ら
に
は
森
林

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　

 

（
桐
生
森
林
事
務
所
通
信
員
）

今
年
度
も
緑
化
運
動
推
進
期
間
の
四
月
、
五
月
に

県
内
各
地
で
春
の
緑
化
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
の
た

め
、
苗
木
配
布
や
記
念
植
樹
な
ど
の
緑
化
運
動
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。
桐
生
森
林
事
務
所
管
内
の
市
町

で
は
合
わ
せ
て
九
百
本
以
上
の
苗
木
が
配
布
さ
れ
ま

春
の
緑
化
関
連
行
事

館林城ゆめひろば

桐生市新里総合グラウンド

春春
のの
緑緑
化化
関関
連連
行行
事事 

今
年
度
も
緑
化
運
動
推
進
期
間
の
四
月
0
五
月
に
県

内
各
地
で
春
の
緑
化
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
E

こ
れ
は
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
の
た
め
0
苗

木
配
布
や
記
念
植
樹
な
ど
の
緑
化
運
動
を
推
進
す
る

も
の
で
す
E
桐
生
森
林
事
務
所
管
内
の
市
町
で
は
合
わ

せ
て
九
百
本
以
上
の
苗
木
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
t
下
表

の
と
お
り
y
E 

 

ま
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Ü
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
E 

森
林
は
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空
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災
害
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地
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防
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ど
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な

機
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が
あ
り
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私
た
ち
の
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
S
緑
化
運
動
を
通
し
て
$
一
人
ひ
と
り
が
森
林

を
自
分
た
ち
の
共
通
財
産
と
考
え
$
さ
ら
に
は
森
林

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
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市   町  実  施  日  実施場所  配  布  樹  種  配布本数  

桐生市  4 月   6 日  新里総合グラ

ウンド  

ブルーベリー  

ウンシュウミカン  

100 本  

 90 本  

桐生市  4 月 19 日  桐生市吾妻公

園  

ブルーベリー  100 本  

太田市  5 月 25 日  市役所本庁舎

駐車場  

キンモクセイ  

イロハモミジ  

クルメツツジ  

総数  

218 本  

館林市  5 月   3 日  館林城ゆめひ

ろば  

プルーン  

ラズベリー  

170 本  

170 本  

邑楽町  5 月 24 日  邑楽町役場  ラズベリー  100 本  

館林城ゆめひろば 

桐生市新里総合グラウンド 
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林林道道・・作作業業道道事事業業のの拡拡充充強強化化・・災災害害にに強強いい森森林林づづくくりりのの推推進進

堤名板の受注・治山事業 林道事業・ ・県有林事業の歩掛公表

群群 馬馬 県県 治治 山山 林林 道道 協協 会会
会 長（沼田市長） 星 野 已 喜 雄

〒371-0854 前橋市大渡町１－１０－７ 公社総合ビル６階

TEL０２７－２８０－６２５５  FAX０２７－２５５－６２６５
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群馬県治山林道協会
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会　長　　星 名  建 市

堤名板の受注、 治山 ・ 林道 ・ 県有林 ・ ぐんま緑の県民基金各事業の歩掛公表

、
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人地域を担う

多
野
東
部
森
林
組
合

      

羽
鳥
　
隼
太
朗 

さ
ん

一　

趣　

味

　
　

車
・
音
楽
鑑
賞  

二　

今
後
の
抱
負

　
　

林
業
に
就
い
て
、
３
年
間
の
緑
の
雇
用
研
修
が

無
事
に
修
了
し
、
現
在
は
、
様
々
な
作
業
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ケ
ガ
や
事

故
の
可
能
性
や
危
険
な
作
業
と
い
う
こ
と
は
、

い
つ
で
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
事
業
体
の
先
輩

や
研
修
で
学
ん
だ
事
を
思
い
出
し
、
こ
れ
か
ら

も
無
事
故
で
安
全
な
作
業
を
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

渋
川
広
域
森
林
組
合

    

　
木
暮
　
謙
人 

さ
ん

一　

趣　

味

　
　

車
、
バ
イ
ク
、
釣
り

二　

今
後
の
抱
負

　
　

Ｆ
Ｗ
研
修
が
終
了
し
研
修
生
で
は
な
く
な
っ
た

今
、
よ
り
一
層
プ
ロ
と
し
て
の
仕
事
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
や
美
し
い
景
観
を
保

つ
た
め
に
も
、
高
度
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し

適
切
な
管
理
を
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

多
野
東
部
森
林
組
合

      

佐
藤
　
　
海 

さ
ん

一　

趣　

味

　
　

登
山
・
釣
り
・
ボ
ク
シ
ン
グ  

二　

今
後
の
抱
負

　
　

３
年
間
の
緑
の
雇
用
研
修
が
終
わ
り
、
今
ま
で

は
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
う
立
場
の
新
人
と

し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
学
ん
で
き

た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
入
る

新
人
に
教
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
自

分
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
い
つ
ま
で
も
学

ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
安
全
に
作
業
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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に
生
産
し
た
こ
と
で
、
経
営
が
大
幅
黒
字
に
転
換
し

た
。
私
が
入
職
し
た
頃
も
ま
だ
マ
ツ
材
を
出
荷
し
て

い
た
が
、
平
成
10
年
頃
に
は
出
荷
が
無
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
材
の
生
産
が
増
加
す
る
な

か
、
前
橋
市
立
粕
川
小
学
校
の
建
て
替
え
の
際
に
、

市
有
林
の
ス
ギ
材
が
活
用
さ
れ
、
こ
の
材
の
生
産
に

携
わ
れ
た
こ
と
は
よ
い
思
い
出
で
あ
る
。

２
．
企
業
に
よ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

は
じ
め
山
主
達
は
企
業
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

聞
い
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
感
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し

受
け
入
れ
て
、
真
面
目
な
活
動
ぶ
り
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
、
地
域
の
一
員
と
さ
え
受
け
止
め
る
様
に

な
っ
て
い
っ
た
。
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
地

域
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
企
業
は
、
海
外
事

業
も
手
が
け
る
食
品
や
飲
料
を
製
造
す
る
大
手
メ
ー

カ
ー
で
、
県
内
に
工
場
を
構
え
、
利
根
川
水
系
の
水

を
製
品
に
使
用
し
、
群
馬
＝
赤
城
山
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
赤
城
南
麓
地
域
で
の
活
動

希
望
が
強
い
。
街
と
近
い
こ
と
等
か
ら
利
便
性
が
高

く
、
加
え
て
観
光
地
で
も
あ
り
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が

近
い
こ
と
も
活
動
場
所
と
し
て
好
ま
れ
て
い
る
。
企

業
に
よ
る
森
林
整
備
は
、
下
刈
り
や
補
植
等
を
自
ら

行
う
ほ
か
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
も
な
っ
て
く
れ
る
。
獣

害
に
よ
り
造
林
を
諦
め
掛
け
た
施
業
地
で
は
、
獣
害

防
止
柵
の
資
材
を
提
供
し
て
く
れ
た
う
え
、
設
置
や

維
持
管
理
ま
で
社
員
自
ら
行
っ
て
、
そ
の
後
、
造
林

地
は
被
害
無
く
生
育
し
、
間
伐
、
枝
打
ち
を
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。

３
．
我
が
森
林
組
合
の
努
力
の
証

　

令
和
２
、
３
年
度
に
は
、
優
良
素
材
展
示
会
で
林

野
庁
長
官
賞
を
連
続
受
賞
、
組
合
で
施
業
し
た
組
合

員
の
山
は
農
林
水
産
大
臣
賞
を
３
回
受
賞
し
て
い

る
。
自
身
は
、
平
成
21
年
度
保
安
林
改
良
事
業
（
改

植
）
前
橋
市

富
士
見
町

（
赤
城
山
）

地
内
で
、
主

任
技
術
者
と

し
て
優
良
技

術
者
賞
を
受

賞
し
た
。
過

去
に
諸
事
情

で
２
度
も
選
か
ら
漏
れ
、
３
度
目
に
や
っ
と
受
賞
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
工
事
検
査
員
か
ら
の
叱
咤
激
励

を
胸
に
頑
張
り
、
渋
川
森
林
事
務
所
長
か
ら
表
彰
さ

れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の

後
も
一
層
頑
張
ろ
う
と
考
え
る
切
っ
掛
け
に
な
り
、

自
身
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。

今
後
は
市
や
県
と
協
力
し
環
境
に
良
い
森
づ
く
り
を

考
え
な
が
ら
、
観
光
を
意
識
し
た
森
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
企
業
と
の
協

働
も
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

石
塚
部
長
か
ら
は
ま
た
お
話
し
を
伺
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

（
渋
川
森
林
事
務
所
通
信
員
）

　　

石
塚
部
長
は
、

平
成
８
年
に
富
士

見
村
森
林
組
合
に

入
職
さ
れ
、
合
併

を
経
て
現
職
に
就

か
れ
ま
し
た
。
施

業
の
集
約
化
や
対

外
交
渉
等
に
携
わ
り
、
実
践
的
能
力
を
有
す
る
理
事

で
、
森
林
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
趣
味
は
空
手
と
オ
ー
ト
バ
イ
で
、
道
場
で
は
小

学
生
等
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
石
塚
部
長
に
お
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。

１
．
赤
城
山
南
麓
の
森
林
・
林
業

　

か
つ
て
の
南
麓
地
域
は
マ
ツ
枯
れ
等
に
よ
る
荒
廃

森
林
が
多
か
っ
た
う
え
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
占
有
率

は
20
％
程
だ
っ
た
た
め
、
集
約
化
も
難
し
く
、
職
員

も
作
業
員
も
苦
労
が
多
か
っ
た
が
、
私
が
組
合
に
入

職
す
る
前
の
昭
和
50
年
代
前
後
、
千
葉
県
沿
岸
部
の

松
林
で
松
く
い
虫
の
被
害
が
急
増
、
ま
ん
延
し
、
こ

の
反
動
か
ら
内
陸
性
の
松
に
注
目
が
集
ま
っ
て
、
赤

城
南
麓
の
マ
ツ
の
需
要
が
高
ま
り
、
こ
の
地
域
に
買

い
付
け
に
来
る
他
県
の
業
者
が
現
れ
た
。
合
併
前
の

森
林
組
合
は
、
赤
城
南
麓
地
域
の
マ
ツ
丸
太
を
大
量 石塚  征人さん

ＲＴＫ-ＧＰＳで山林の境界を
測量する石塚部長
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も
最
大
で
二
〇
日
程
度
の
ず
れ
が
生
じ
、
算
出
さ
れ

た
予
測
日
よ
り
も
前
に
カ
シ
ナ
ガ
が
飛
び
立
っ
て
い

る
地
点
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
予
測
さ
れ

た
初
発
日
よ
り
も
二
〇
日
前
を
目
処
に
対
策
な
ど
を

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
構
築
し
た

モ
デ
ル
を
多
く
の

人
に
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
開

発
し
た
二
つ
の
モ

デ
ル
を
エ
ク
セ
ル

フ
ァ
イ
ル
に
実
装

し
、
森
林
総
合
研

究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
を

し
て
い
ま
す
。
適

期
に
効
果
的
な
ナ

ラ
枯
れ
対
策
実
施
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
研
究
は
、
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
強
化
研
究
推
進
事
業
（
体
系
的
番
号

JPJ007097

）「W
ith/Post

ナ
ラ
枯
れ
時
代
の
広
葉

樹
林
管
理
戦
略
の
構
築
」（
課
題
番
号04021C2

）

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

 

（
林
業
試
験
場　

森
林
科
学
係
）

引
用
：
森
林
総
合
研
究
所
、
関
東
地
方
の
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
ム
シ
初
発
日
予
測
モ
デ
ル
（v.2025-03-27

）、

https://w
w

w
.ffpri.affrc.go.jp/research/2forest/

09for-entom
/predictionm

odel/index.htm
l

二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
三
年
に
群
馬
県
と
森
林

総
合
研
究
所
が
協
力
し
関
東
各
地
で
初
発
日
調
査
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
東
近
隣
県
の
研
究
機
関
に
初

発
日
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
得
ら

れ
た
初
発
日

デ
ー
タ
に
積
算

温
度
、
気
象
条

件
、
土
地
利
用

条
件
等
が
与
え

る
影
響
を
解
析

し
ま
し
た
。
ま

た
、
二
〇
二
四

年
に
関
東
地
方
の
複
数
地
点
で
再
度
初
発
日
を
調
査

し
、
作
成
し
た
モ
デ
ル
の
精
度
を
評
価
し
ま
し
た
。

収
集
し
た
初
発
日
デ
ー
タ
を
用
い
て
解
析
し
た
結

果
、
気
温
が
高
く
、
日
射
量
が
多
く
、
か
つ
雪
が
少

な
い
場
所
で
初
発
日
が
早
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
予
測
モ
デ
ル
は
、
三
月
の
気
温
だ
け
で

初
発
日
が
予
測
で
き
ま
し
た
が
、
三
月
と
四
月
の
気

象
条
件
を
使
っ
た
予
測
モ
デ
ル
の
方
が
少
し
予
測
力

が
高
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
く
初
発
日
を
知
り
た
い
場
合
や
少
し
で
も

高
い
予
測
力
で
初
発
日
を
知
り
た
い
場
合
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
三
月
の
気
象
条
件
を
用

い
て
初
発
日
を
予
測
す
る
モ
デ
ル
と
三
月
と
四
月
の

両
方
の
気
象
条
件
を
用
い
て
初
発
日
を
予
測
す
る
モ

デ
ル
の
二
つ
を
構
築
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
で
も
予
測
値
よ
り

ブ
ナ
科
樹
木
萎
凋
病
（
以
下
、
ナ
ラ
枯
れ
）
は
、

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
（
以
下
、
カ
シ
ナ
ガ
）
が

伝
播
す
る
ナ
ラ
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
伝
染

病
で
す
。

群
馬
県
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
み
な
か
み
町
で
確

認
さ
れ
て
か
ら
、
現
在
は
前
橋
市
や
高
崎
市
を
含
む

一
五
市
町
村
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
対
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
適
期
に

実
施
す
る
こ
と
で
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
被
害
木
の
燻
蒸
等
は
カ
シ
ナ
ガ
が
飛
び
立

つ
前
、
殺
虫
ス
プ
レ
ー
等
に
よ
る
成
虫
の
駆
除
は
カ

シ
ナ
ガ
の
穿
入
後
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
対
策
を
す
る

上
で
は
カ
シ
ナ
ガ
が
い
つ
か
ら
飛
び
立
ち
始
め
る
の

か
（
以
下
、
初
発
日
）
を
知
る
こ
と
は
重
要
な
要
素

の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

カ
シ
ナ
ガ
の
初
発
日
を
予
測
す
る
方
法
は
東
北
地

方
で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
群
馬
県
を
含
め
た
関

東
地
方
で
は
当
て
は
ま
り
が
悪
く
、
予
測
結
果
が
１

カ
月
程
度
ず
れ
る
年
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
東

地
方
で
は
四
月
末
か
ら
五
月
初
旬
に
は
カ
シ
ナ
ガ
が

飛
び
立
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法
に
よ
る
初
発
日

の
算
出
に
は
四
月
と
五
月
の
気
温
を
必
要
と
し
て
お

り
、
関
東
地
方
で
の
適
用
を
難
し
く
し
て
い
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
関
東
地
方
に
適
し
た
カ
シ
ナ

ガ
の
初
発
日
を
予
測
す
る
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た
た

め
、
初
発
日
予
測
モ
デ
ル
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

図１ 初発データが得られた地点

図２ 初発日予測モデルの記載例

カ シ ナ ガ 予 測 モ デ ル

林業試験場から

カ
シ
ナ
ガ
予
測
モ
デ
ル 
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萎
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す
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れ
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す
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ナ
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効
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,
被
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木
の
燻
蒸
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は
カ
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,

殺
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ス
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に
よ
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成
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カ
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す
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か
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,
初
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0
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知
る
こ
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な
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ま
す
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カ
シ
ナ
ガ
の
初
発
日
を
予
測
す
る
方
法
は
東
北
地
方

で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
,
群
馬
県
を
含
め
た
関
東
地

方
で
は
当
て
は
ま
り
が
悪
く
,
予
測
結
果
が
１
カ
月
程

度
ず
れ
る
年
も
あ
り
ま
し
た
K
ま
た
,
関
東
地
方
で
は

四
月
末
か
ら
五
月
初
旬
に
は
カ
シ
ナ
ガ
が
飛
び
立
B
て

い
ま
す
が
,
こ
の
方
法
に
よ
る
初
発
日
の
算
出
に
は
四

月
と
五
月
の
気
温
を
必
要
と
し
て
お
り
,
関
東
地
方
で

の
適
用
を
難
し
く
し
て
い
ま
し
た
K 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
関
東
地
方
に
適
し
た
カ
シ
ナ
ガ

の
初
発
日
を
予
測
す
る
方
法
が
必
要
で
あ
B
た
た
め
,

初
発
日
予
測
モ
デ
ル
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
K 

二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
三
年
に
群
馬
県
と
森
林
総

合
研
究
所
が
協
力
し
関
東
各
地
で
初
発
日
調
査
を
し
ま

し
た
K
ま
た
,
関
東
近
隣
県
の
研
究
機
関
に
初
発
日

デ
â
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
K
得
ら
れ
た
初

発
日
デ
â
タ
に

積
算
温
度
,
気

象
条
件
,
土
地

利
用
条
件
等
が

与
え
る
影
響
を

解
析
し
ま
し
た
K

ま
た
,
二
〇
二

四
年
に
関
東
地
方
の
複
数
地
点
で
再
度
初
発
日
を
調
査

し
,
作
成
し
た
モ
デ
ル
の
精
度
を
評
価
し
ま
し
た
K 

収
集
し
た
初
発
日
デ
â
タ
を
用
い
て
解
析
し
た
結
果
,

気
温
が
高
く
,
日
射
量
が
多
く
,
か
つ
雪
が
少
な
い
場

所
で
初
発
日
が
早
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
K
ま
た
,

予
測
モ
デ
ル
は
,
三
月
の
気
温
だ
け
で
初
発
日
が
予
測

で
き
ま
し
た
が
,
三
月
と
四
月
の
気
象
条
件
を
使
B
た

予
測
モ
デ
ル
の
方
が
少
し
予
測
力
が
高
い
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
K
こ
の
た
め
,
で
き
る
だ
け
早
く
初
発
日
を

知
り
た
い
場
合
や
少
し
で
も
高
い
予
測
力
で
初
発
日
を

知
り
た
い
場
合
な
ど
の
ニ
â
ズ
に
対
応
す
る
た
め
,
三

月
の
気
象
条
件
を
用
い
て
初
発
日
を
予
測
す
る
モ
デ
ル

と
三
月
と
四
月
の
両
方
の
気
象
条
件
を
用
い
て
初
発
日

を
予
測
す
る
モ
デ
ル
の
二
つ
を
構
築
し
ま
し
た
K 

そ
の
結
果
,
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
で
も
予
測
値
よ
り
も

最
大
で
二
〇
日
程
度
の
ず
れ
が
生
じ
,
算
出
さ
れ
た
予
測

日
よ
り
も
前
に
カ
シ
ナ
ガ
が
飛
び
立
B
て
い
る
地
点
が
あ

り
ま
し
た
K
こ
の
こ
と
か
ら
予
測
さ
れ
た
初
発
日
よ
り
も

二
〇
日
前
を
目
処
に
対
策
な
ど
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
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ら
れ
ま
す
K 

今
後
構
築
し
た
モ

デ
ル
を
多
く
の
人
に

利
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
,
開
発
し
た
二

つ
の
モ
デ
ル
を
エ
ク

セ
ル
フ
*
イ
ル
に
実

装
し
,
森
林
総
合
研

究
所
の
ホ
â
ム
ペ
â

ジ
で
公
開
を
し
て
い

ま
す
K
適
期
に
効
果

的
な
ナ
ラ
枯
れ
対
策

実
施
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
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第
六
十
六
回
通
常
総
会
を
五
月
二
十
三
日
、
群
馬

県
前
橋
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
永
井
浩
二
県
環
境
森

林
部
長
（
知
事
代
理
）、
井
下
泰
伸
群
馬
県
議
会
議

長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
大

勢
の
会
員
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　　

議
事
に
つ
い
て
は
、

①　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認

②　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
決
定

③　

令
和
七
年
度
会
費
の

 

賦
課
額
及
び
納
入
方
法
等
の
決
定

④　

役
員
の
選
任

の
す
べ
て
に
お
い
て
、
原
案
ど
お
り
に
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
狩
野

浩
志
県
議
が
会
長
を
続
投
、
副
会
長
に
は
、
金
井
康

夫
県
議
、
外
山
京
太
郎
村
長
、
さ
ら
に
理
事
、
監
事

に
つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

会　

長　
　

狩
野　

浩
志

　

副
会
長　
　

金
井　

康
夫　
　

外
山
京
太
郎

　

理　

事　
　

髙
木　
　

勉　
　

市
川　

平
治

　
　
　
　
　
　

新
井　

利
明　
　

石
井　
　

薫

　
　
　
　
　
　

熊
川　
　

栄　
　

荒
木　

恵
司

　
　
　
　
　
　

関
口　
　

功　
　

高
井　

光
夫　

　

監　

事　
　

藤
生　

利
通　
　

髙
橋　

範
行

　
（
任
期
は
令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
年
間
）

林
業
改
良
普
及
協
会

第
六
十
六
回
通
常
総
会

開会の挨拶をする狩野会長

開会の挨拶をする狩野会長



−14−

　

群
馬
県
林
業
改
良
普
及
協
会
で
は
「
優
良
林
業
推

奨
行
事
」
を
群
馬
県
と
共
催
し
、「
林
業
経
営
推
奨

行
事
」
と
「
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
六
年
度
の
表
彰
式
は
、
当
協
会
の
通
常
総
会

に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
入
賞
者
４
名
に
は
、

県
知
事
・
県
森
林
組
合
連
合
会
長
・
県
造
林
協
会

長
・
県
林
業
改
良
普
及
協
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。・

令
和
六
年
度 

林
業
経
営
推
奨
行
事
入
賞
者

最
優
秀
賞

（
群
馬
県
知
事
賞
）

五
領
生
産
森
林
組
合

組
合
長　

山
口　

正
二

 

（
高
山
村
）

・
令
和
五
年
度 

間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

最
優
秀
賞（知

事
賞
）

烏
川
流
域
森
林
組
合

優
秀
賞

（
森
連
会
長
賞
）

渋
川
広
域
森
林
組
合

優
良
賞

（
造
林
協
会
長
賞
）

下
仁
田
町
森
林
組
合　

令
和
六
年
度 

優
良
林
業

推
奨
行
事　

表
彰
式

間伐コンクール 最優秀賞（群馬県知事賞）
烏川流域森林組合

林業経営推奨行事 最優秀賞（群馬県知事賞）
五領生産森林組合　組合長　山口　正二　氏
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会長　山藤  浩一

〒371-0854  群馬県前橋市大渡町1-10-7（群馬県公社総合ビル6階）
☎（027）280−6256   FAX（027）255−6265　

E-mail：gun-sidokeki@tiara.ocn.ne.jp

森林土木事業を通じて、山村の安全･安心と山村振興に貢献

総 合 建 設 業

追川工業株式会社
代表取締役　追 川 悦 子
〒370 3402  群馬県高崎市倉渕町三ノ倉2016
TEL  027−378−4170　FAX  027−378−2320
E-mail  oikawa-k@cello.ocn.ne.jp


